
 
平成３０年度  

         授業改善推進プラン  
                             文京区立茗台中学校  
           教科名（  国語  ）  指導者名  （合田あゆみ、池田千尋）  

生徒の状況・課題の分析  
（第１学年）  
 １ 学 期 の 間 に 、 漢 字 や 文 法 の 課 題 に 取 り 組 む 習 慣 が で き た 。 授 業 中 の 課
題 を 書 く こ と や 作 品 作 り に も 、 前 向 き に 取 り 組 ん で い た 。 全 員 発 表 の 課 題
に も 一 生 懸 命 取 り 組 ん で い た 。 し か し 、 期 限 ま で に 提 出 物 が 提 出 で き な い
人 が ２ ０ ％ い る 。 ま た 、 発 言 が 自 主 性 に 任 せ ら れ る と 発 言 で き な い 人 が ２
０ ％ い る 。 全 員 が 国 語 の 授 業 に 積 極 的 に 取 り 組 む 姿 勢 を 作 る の が 課 題 だ 。  
（第２学年）  

授 業 に は 意 欲 的 に 取 り 組 ん で い る 生 徒 が 多 く 見 ら れ る 。 ま た 、 昨 年 に 比
べ て 漢 字 や 調 べ 学 習 に 意 欲 的 に 取 り 組 む 生 徒 が 増 え た 。 し か し 、 数 人 の 生
徒 は 改 善 が 見 ら れ な い の で 、 さ ら に 声 か け を し 、 三 者 面 談 等 で 担 任 か ら も
注 意 し て い た だ き 、 家 庭 学 習 を 習 慣 化 さ せ た い と 思 う 。 文 法 も 同 様 に 、 理
解 し て い る 生 徒 と 、理 解 が 不 十 分 な 生 徒 の 差 が 見 ら れ る 。  自 分 の 意 見 を 積
極 的 に 発 表 で き な い 生 徒 が ５ ０ ％ 以 上 い る の も 課 題 だ 。  
（第３学年）  
 授 業 に 積 極 的 に 取 り 組 む 人 が 増 え 、 漢 字 小 テ ス ト の 予 習 は １ ０ ０ ％ に 近
い 人 が で き て い る 。 ま た 、 授 業 ノ ー ト や ワ ー ク の 提 出 物 も 、 全 員 提 出 で き
つ つ あ る 。 し か し 、 全 員 発 表 の 課 題 は で き る け れ ど も 、 自 主 的 に 発 言 す る
場 面 に な る と 、 ３ ０ ％ の 人 が 自 主 的 に 発 言 で き な い と 感 じ て い る 。 ま た 、
授 業 中 の 板 書 や 資 料 に わ か り に く さ を 感 じ る 人 が 、 ２ ０ ％ い る こ と が 課 題
だ 。  

 
教科の目指す育てたい力  
 
 自 分 の 意 見 を も ち 、 発 表 す る 力 。  
 

 
授業改善推進プラン（課題解決のための具体策）  
（第１学年）  
 小 集 団 を 作 り 、 小 集 団 な ら ば 発 言 し や す い と い う 雰 囲 気 を 作 る 。 そ の た
め 、 ４ 人 組 ・ ６ 人 組 で 発 表 す る 機 会 を 増 や し 、 発 言 に 対 す る 抵 抗 感 を 無 く
す よ う に す る 。 提 出 物 に 対 す る 取 り 組 み は 個 人 差 が あ る の で 、 提 出 期 限 を
周 知 徹 底 し 、 意 識 を 高 く 持 て る よ う に 呼 び か け て い く 。 具 体 的 に は 、 プ リ
ン ト を 配 布 す る 予 定 だ 。  
（第２学年）  

漢 字 に つ い て は 引 き 続 き 放 課 後 に 補 充 学 習 を 行 う 予 定 で あ る 。 長 期 休 業
中 に も 課 題 を 出 し 、 休 み 明 け に 確 認 テ ス ト を 行 う 。 ２ 学 期 は 作 文 や 感 想 文
を 書 く 機 会 を 増 や し 、 「 書 く こ と 」 の 力 を 伸 ば し た い と 思 っ て い る 。 ま た
少 人 数 の 話 し 合 い を す る 機 会 を 増 や し 、 意 見 を 言 い や す い 状 態 を 作 る こ と
で 、 積 極 的 に 発 表 す る 機 会 を 増 や そ う と 思 う 。 文 法 に つ い て は 長 期 休 業 中
に 補 充 授 業 を 行 う 。  
（第３学年）  
 発 言 に 関 し て は 、 小 集 団 で 発 言 す る 機 会 を 作 っ た 後 に 、 大 集 団 で 発 言 す
る 機 会 を 作 り 、 抵 抗 感 を 無 く し て い く 。 ま た 、 ２ 学 期 は 集 団 討 論 の 練 習 も
取 り 入 れ て 、 発 言 す る 機 会 を 増 や し て い く 。 授 業 中 の 板 書 は 大 き な 字 で 書
く よ う 意 識 し 、 「 模 範 解 答 が 欲 し い 」 と い う 声 も あ っ た の で 、 希 望 者 に は
模 範 解 答 を 配 布 す る 。 ワ ー ク シ ー ト は 、 わ か り や す く な る よ う 改 良 し て い
き た い の で 、 気 が つ い た こ と は 希 望 を 出 し て 欲 し い 。  

 



 
平成３０年度  

         授業改善推進プラン  
                             文京区立茗台中学校  
           教科名（社会）  指導者名  （  長塚佐知子・井上弘子  ）  

生徒の状況・課題の分  
（第１学年）  
 世 界 地 理 の 学 習 を メ イ ン に 取 り 扱 っ て き た １ 学 期 だ が 、 様 々 な 地 域 の 生
活 に 興 味 を も ち 、 多 く の 生 徒 が 、 調 べ 学 習 に 集 中 し て 取 り 組 ん で い る 。 一
方 で 、 作 業 の と り か か り が 遅 い 生 徒 が み ら れ る 。 小 テ ス ト へ の 取 り 組 み が
よ く 、 家 庭 学 習 や 、 休 み 時 間 を 活 用 し 、 前 向 き に 取 り 組 ん で い る 様 子 で あ
る 。 発 言 も 活 発 な 生 徒 が 多 い 。  
 課 題 と し て 、 授 業 規 律 の 面 が 挙 げ ら れ る 。 忘 れ 物 が 多 く 、 道 具 が そ ろ わ
な い 状 況 で 授 業 を 受 け る 生 徒 が 少 数 で は あ る が 固 定 化 し て き て い る 。 １ 年
生 の う ち に 、 学 習 環 境 を 整 え る こ と を 徹 底 し て い か な け れ ば な ら な い 。  
 ま た 、 資 料 活 用 が 苦 手 な 生 徒 が 多 い こ と も 課 題 と し て 挙 げ ら れ る 。  
（第２学年）  
 １ 学 期 は 日 本 の 地 理 だ っ た が 、 歴 史 の よ う に 因 果 関 係 が は っ き り し て い
る わ け で は な い の で 、 歴 史 ほ ど 興 味 が わ か な い 生 徒 が 多 い よ う に 思 う 。 授
業 で は 、 積 極 的 に 臨 む 生 徒 と 、 受 け 身 的 な 生 徒 に 分 か れ て し ま う 傾 向 に あ
る が 、 全 体 的 に は 真 面 目 に 取 り 組 ん で い る 。 ノ ー ト や 問 題 集 な ど の 提 出 物
は 、 特 定 の 生 徒 の 提 出 率 が 悪 い 。  
 昨 年 度 と 同 様 に 、 基 礎 力 の 定 着 を 図 る た め 、 小 テ ス ト を 適 宜 行 っ た が 、
誰 も が 意 欲 的 に 取 り 組 み 、 高 得 点 を 目 指 し て 頑 張 っ て い る 。 課 題 と し て は
グ ラ フ の 読 み 取 り や 解 説 す る 力 が 弱 い こ と 。 テ ス ト 等 で の 文 章 表 現 も 今 一
歩 の 生 徒 が 多 い 。  
（第３学年）  

お お む ね 、 意 欲 的 に 取 り 組 ん で い る 。 各 ク ラ ス に 社 会 好 き な 生 徒 が お り
、 学 習 の 雰 囲 気 を 盛 り 上 げ て い る 。 現 代 に 至 る 二 度 の 大 戦 の 単 元 で は 、 多
く の 生 徒 が 関 心 を も っ て 臨 む こ と が で き て い る 。  

基 礎 基 本 の 定 着 を 図 る た め 、 ８ 割 以 上 の 生 徒 が ８ 割 以 上 の 得 点 を 取 る こ
と を 目 標 に 小 テ ス ト を 実 施 し て お り 、 休 み 時 間 に も 小 テ ス ト に 向 け て の 学
習 を す る 姿 が 目 立 つ 。 一 方 で 少 数 で は あ る が 、 取 り 組 み を 放 棄 し て し ま う
生 徒 も お り 、 ワ ー ク の 提 出 な ど が 遅 れ る 様 子 も 見 ら れ る 。 学 習 意 欲 の 向 上
を 図 る こ と が 課 題 と し て あ げ ら れ る 。 資 料 活 用 が 苦 手 な 生 徒 が 多 い よ う に
感 じ ら れ る 。 教 科 書 の み な ら ず 、 積 極 的 な 資 料 集 な ど の 活 用 が 望 ま れ る 。  

 
教科の目指す育てたい力  
様 々 な 社 会 的 事 象 に つ い て 、課 題 意 識 を も っ て 自 分 の 意 見 を 表 現 で き る 力  

 
授業改善推進プラン（課題解決のための具体策）  
（第１学年）  
・ 調 べ 学 習 の 際 に 、 ど の 資 料 を 使 う か な ど の 指 示 を 口 頭 だ け で な く 、 視 覚

的 に 示 し つ つ 、 机 間 指 導 の 回 数 を 増 や す 。  
・ 忘 れ 物 に 関 し て 、 授 業 前 に 道 具 を 机 に 出 し て チ ェ ッ ク す る な ど 意 識 付 け

を す る 。  
・ 授 業 展 開 の 中 で 資 料 活 用 の 場 面 を 多 く 取 り 入 れ る 。 教 科 書 や 資 料 集 の グ

ラ フ を ア ク テ ィ ブ ボ ー ド で 投 影 し 、 一 緒 に 読 み 解 く 時 間 を つ く る  
（第２学年）  
・ 資 料 や グ ラ フ 、 表 に 慣 れ さ せ る 。 授 業 の 中 で 取 り 上 げ る 資 料 や グ ラ フ か

ら わ か る こ と 、 何 を 表 現 し て い る の か な ど 、 考 え 発 表 で き る よ う に 工 夫
す る 。 ま た 、 丁 寧 に 解 説 も し て い く 。  

・ 地 理 は 地 域 経 済 と 密 接 な 関 係 に あ る こ と に 気 付 く よ う 写 真 資 料 な ど 工 夫
す る 。  

・ 基 礎 基 本 を 身 に つ け る た め 、 引 き 続 き 小 テ ス ト を ２ ～ ３ 週 間 に １ 度 は 実
施 し て い く 。  

（第３学年）  
・ 学 習 の 定 着 を 図 る た め の プ リ ン ト 学 習 や 、 小 テ ス ト や 年 表 を 掲 示 す る こ

と で 、 学 力 の 定 着 と 学 習 意 欲 の 向 上 を 図 る 。  
・ 授 業 展 開 の 中 で 資 料 活 用 の 場 面 を 多 く 取 り 入 れ る 。 教 科 書 や 資 料 集 の グ

ラ フ を ア ク テ ィ ブ ボ ー ド で 投 影 し 、 一 緒 に 読 み 解 く 時 間 を つ く る 。  



 
平成３０年度  

         授業改善推進プラン  
                             文京区立茗台中学校  
教科名（  数学  ）    指導者名（石鍋慶文・稲江紀行・勅使川原貴澄・橘智子）  

 
生徒の状況・課題の分析  

（第１学年）  
集 中 し て 授 業 に 取 り 組 ん で い る 。ノ ー ト の 取 り 方 や 式 の 書 き 方 に つ い て も 着

実 に 身 に つ い て き て い る 。ま た 、小 テ ス ト や 、単 元 テ ス ト に も 意 欲 的 に 取 り 組
ん で お り 、受 け 方 に つ い て も 、時 間 い っ ぱ い 見 直 し を 行 う な ど 、計 算 ミ ス を 無
く そ う と す る 努 力 も 見 ら れ る 。一 方 で 、ぞ れ ぞ れ の 取 り 組 み に 対 し て 、不 十 分
な 生 徒 も 一 定 数 い る た め 、机 間 指 導 や 、個 別 対 応 等 に よ り 、継 続 的 な 指 導 が 必
要 で あ る 。  
 
（第２学年）  
 計算に課題がある生徒が見られたが、計算コンテストの対策や実施を通して、技能の向
上ができた。それに伴い、授業内容の基礎基本の習得にも向上が見られる。  
授業には集中して取り組んでいるが、家庭学習の習慣が身についていない生徒が多いた

め、知識や技能の定着に課題がある。  
 
（第３学年）  

ま だ 家 庭 学 習 の 面 で 習 慣 化 さ れ て い な い 生 徒 が 見 ら れ 、基 礎 基 本 の 内 容 が 不
十 分 な 生 徒 が 一 定 数 い る 。そ の た め 、学 年 内 の 学 力 差 が 大 き い 。ま た 、問 題 演
習 を 努 力 し て 取 り 組 む こ と が で き る よ う に な っ て き て い る が 、な か な か 自 信 を
も っ て 自 分 の 考 え や 解 き 方 を 発 表 し 、説 明 す る こ と を 苦 手 と し て い る 。１ 学 期
は 計 算 が メ イ ン の 授 業 が 多 く 、個 人 練 習 が 多 か っ た た め 、な か な か 話 し 合 い の
場 面 を も て な か っ た 。  

 
教科の目指す育てたい力  
 
・ 自 ら 学 び 、 自 ら 考 え る 力 を つ け る  
・ 基 礎 的 、 基 本 的 な 知 識 。 表 現 処 理 能 力 を 活 か し 、 応 用 力 を 身 に つ け る 。  

 
授業改善推進プラン（課題解決のための具体策）  
（第１学年）  

ア ン ケ ー ト よ り 、 発 言 や 話 し 合 い が 積 極 的 に で き て い な い と の 回 答 が 一 定 数
見 ら れ た 。 授 業 で の 発 問 の 工 夫 や 、 話 し 合 い の 機 会 を 十 分 に 設 定 す る と と も に
そ の 土 台 と な る 基 礎 的 、 基 本 的 な 知 識 の 定 着 を 徹 底 す る 。 具 体 的 に は 、 生 徒 の
理 解 状 況 に 合 わ せ て 、 適 宜 、 放 課 後 や 朝 の 補 習 を 設 定 し 、 反 復 練 習 → 解 説 を 行
う こ と で 、 生 徒 の 基 礎 基 本 の 定 着 を 目 指 す 指 導 を 行 う 。  
 
（第２学年）  
 計 算 コ ン テ ス ト で 成 果 が 見 ら れ た た め 、 今 後 も 実 施 を す る 。  
 家 庭 学 習 の 習 慣 を 身 に つ け る た め 、 単 元 テ ス ト の 回 数 を 増 や し 、 そ の た め の
対 策 と 事 後 の 補 習 を 行 う 。  
 授 業 内 で 、 グ ル ー プ 学 習 な ど 、 自 分 の 意 見 を 言 え る 機 会 を 増 や し て い く 。  
 
（第３学年）  
 従 来 の 単 元 テ ス ト の 回 数 を 増 や す こ と で 、 さ ら に 基 礎 基 本 の 内 容 の 定 着 を 進
め て い く 。 ま た 、 関 数 や 図 形 の 単 元 に お い て 、 単 元 の 後 半 の 授 業 に お い て 、 複
数 の 考 え 方 の で き る 課 題 を 設 定 し 、 個 人 で 解 く だ け で な く グ ル ー プ で 解 く 場 面
や 、 ど う 解 い た か を 説 明 し 、 意 見 を 共 有 で き る よ う に す る こ と で 自 分 の 考 え に
自 信 を も て る 生 徒 を 育 て る 。  
 

 

 



 
平成３０年度  

         授業改善推進プラン  
                             文京区立茗台中学校  
           教科名（  理科  ）  指導者名  （渡辺直樹・宮﨑  靖子）  

生徒の状況・課題の分析  
（第１学年）  
・科学に対しての関心が高く、授業に集中して取り組むことができる。一方で、基礎
的な内容が定着していない生徒も見られる。  
・実験・観察には積極的に取り組む生徒が多い。実験器具の正しい使い方が定着して  
いない生徒が見られる。  
・実験・観察の結果や考察を文章で表現することに、苦手意識をもつ生徒が少なから
ずいる。  
（第２学年）  
・ 授 業 に 対 す る 関 心 ・ 意 欲 に 個 人 差 が あ り 、 授 業 に 対 す る 理 解 度 も 個 人 差
が 大 き い 。  
・ 実 験 で は 、 内 容 を 理 解 し な い ま ま 進 め て い る や 実 験 器 具 の 取 り 扱 い に 不
安 な 生 徒 が 多 数 い る 。  
・ 実 験 ・ 観 察 に は 積 極 的 に 取 り 組 む 生 徒 が 多 い が 、 受 け 身 の 生 徒 が 多 く 、
指 示 が な い と 動 け な い 生 徒 が 多 い 。 ま た 、 実 験 器 具 の 操 作 が 不 安 な 生 徒 が
多 数 い る 。  
・ 実 験 ・ 観 察 の 結 果 や 考 察 を 、 説 明 す る こ と を 苦 手 と す る 生 徒 が 多 い 。  
 
（第３学年）  
・ 学 習 習 慣 が な く 基 礎 的 な 内 容 が 定 着 し て い な い 生 徒 が 少 な か ら ず い る 。  
・ 実 験 ・ 観 察 に は 積 極 的 な 姿 勢 を 示 す が 、 目 的 や 操 作 の 意 味 を 理 解 し て お
ら ず 、 失 敗 し て し ま う 班 が あ る 。  
・ 文 章 を 読 ん だ り 、 文 章 で 表 現 し た り す る こ と が 苦 手 な 生 徒 が 多 い 。  
 

 
教科の目指す育てたい力  
・ 実 験 ・ 観 察 を 安 全 に 行 う た め の 技 能 や 自 然 事 象 に 関 す る 知 識  
・ 実 験 ・ 観 察 の 結 果 や 自 然 事 象 を 客 観 的 に 表 現 し 、 考 察 す る 力  
・ 協 力 し 、 互 い に 学 び 合 う 姿 勢  

 
授業改善推進プラン（課題解決のための具体策）  
（第１学年）  
・ こ ま め に 小 テ ス ト を 行 っ た り 、 宿 題 を 出 し 、 定 着 度 を は か る 。  
・ 実 技 テ ス ト を 行 い 、 実 験 観 察 が 安 全 に 行 え る よ う に す る 。  
・ 実 験 ・ 観 察 の 結 果 は タ ブ レ ッ ト 端 末 な ど を 用 い て 、 表 現 し た り 、 考 察 し
た り す る 機 会 を 多 く す る 。  
 
（第２学年）  
・ 日 常 生 活 で 利 用 さ れ て い る も の を 具 体 的 に 取 り 上 げ 、 生 徒 の 興 味 関 心 を
引 き 出 す 。  
・ 実 験 開 始 前 に 、 実 験 の 意 味 や 進 め 方 を 丁 寧 に 説 明 し 取 り 組 ま せ る 。  
・ 実 験 結 果 を 考 察 さ せ 、 生 徒 に 発 言 を 促 し た り 、 文 章 と し て 表 現 さ せ る 。  
・ 話 し 合 い 活 動 を し 、 発 表 、 説 明 す る 場 面 を 多 く す る 。  
 
（第３学年）  
・ １ ・ ２ 年 の 復 習 問 題 を 週 に １ 回 取 り 組 ま せ る 。  
・ 実 験 ・ 観 察 の 目 的 を て い ね い に 確 認 し 、 実 験 ・ 観 察 の 操 作 を デ ジ タ ル 教
科 書 な ど の 動 画 教 材 を 利 用 し て 、 理 解 さ せ る 。  
・ 実 験 ・ 観 察 の 考 察 で は 、 班 で 文 章 を 考 え 、 発 表 し 、 情 報 共 有 を 行 う 。 さ
ら に 個 人 で も 考 察 を 文 章 で 書 か せ る 。  
・ 実 験 ・ 観 察 の 結 果 は タ ブ レ ッ ト 端 末 な ど を 用 い て 、 表 現 し た り 、 考 察 し
た り す る 機 会 を 多 く す る 。  
 

 

 



 
平成３０年度  

         授業改善推進プラン  
                             文京区立茗台中学校  
           教科名（  音楽  ）  指導者名  （  阿部  暁  ）  

生徒の状況・課題の分析  
（第１学年）  
・ ど の ク ラ ス も 落 ち 着 い た 態 度 で 、 前 向 き に 授 業 に 参 加 し て い る が 、 教 科
書 を 理 解 す る た め の 読 譜 力 や 基 礎 知 識 が 十 分 に 身 に つ い て い な い 。 そ の た
め 歌 唱 活 動 に は 比 較 的 積 極 的 で あ る が 、 リ コ ー ダ ー や 鑑 賞 な ど 、 基 礎 力 が
不 足 し て い る と 参 加 し に く い 題 材 に 対 し て 苦 手 意 識 を も っ て い る 様 子 で あ
る 。  
（第２学年）  
・ お お む ね 落 ち 着 い た 態 度 で 授 業 に 参 加 で き て い る が 、 教 科 書 を 理 解 す る
た め の 楽 典 な ど の 基 礎 知 識 の 定 着 に ば ら つ き が あ り 、 曲 の 構 成 や 形 式 の 理
解 に 関 す る 単 元 に 対 し て 苦 手 意 識 を も つ 生 徒 が 多 い 。 ま た ソ ル フ ェ ー ジ ュ
や 合 理 的 な 発 声 な ど 、 基 本 的 な 技 能 に 課 題 が あ る も 見 ら れ る 。  
 
（第３学年）  
・ ど の ク ラ ス も 前 向 き な 態 度 で 授 業 に 参 加 し て い る 。 教 科 書 を 理 解 す る た
め の 予 備 知 識 が 十 分 で な い 生 徒 も 見 ら れ る が 、 学 ぼ う と い う 姿 勢 は 見 ら れ
る 。 よ り 良 い 発 声 を 身 に つ け て 歌 い た い 、 と 意 欲 的 な 姿 勢 の 生 徒 も 多 数 見
ら れ る 。  

 
教科の目指す育てたい力  
・ 指 導 し た 楽 曲 に と ど ま ら ず 、 自 ら 楽 曲 の 構 成 を 分 析 し 、 演 奏 を 工 夫 で き
る よ う に な る た め の 基 礎 力  
・ 歌 唱 、 リ コ ー ダ ー な ど 授 業 で 扱 う も の だ け で な く 、 自 ら 音 楽 を 楽 し む こ
と が で き る よ う に な る た め の 基 礎 的 な 知 識 や 演 奏 技 能  
・ ジ ャ ン ル を 問 わ ず 、 音 楽 を 主 体 的 に 鑑 賞 す る た め の 基 礎 知 識  
 

 
授業改善推進プラン（課題解決のための具体策）  
（第１学年）  
・ 初 歩 的 な ソ ル フ ェ ー ジ ュ や 音 楽 の 諸 要 素 に つ い て の 復 習 を 常 時 活 動 と し
て 進 め る こ と で 、 学 年 に 応 じ た 基 礎 力 を 身 に つ け さ せ る 。  
・ 感 覚 だ け に 頼 っ た 演 奏 で 満 足 さ せ る こ と な く 、 具 体 的 な 技 術 向 上 に つ な
が る 知 識 を 指 導 す る こ と で 、 生 徒 が 自 主 的 に よ り 良 い 演 奏 を 目 指 し て 努 力
が で き る 態 度 を 身 に つ け さ せ る 。  
 
（第２学年）  
・ 基 礎 の 復 習 を 常 時 活 動 と し て 取 り 入 れ る こ と で 、 す べ て の 生 徒 が ２ 学 年
の 学 習 内 容 を 習 得 す る こ と を 目 指 す 。 さ ら に 楽 典 等 の 既 習 事 項 を 授 業 に 取
り 入 れ る 。  
・ 音 楽 の 諸 要 素 や 構 成 の 面 白 さ に 気 づ き 、 自 ら 表 現 の 工 夫 が で き た り 、 合
理 的 な 発 声 で 豊 か な 歌 唱 活 動 が で き た り す る 発 展 的 な 能 力 が 身 に つ く よ う
な 指 導 を 工 夫 す る 。  
 
（第３学年）  
・ 基 礎 の 復 習 を 常 時 活 動 と し て 取 り 入 れ る こ と で 、 す べ て の 生 徒 が ３ 学 年
の 学 習 内 容 を 習 得 す る こ と を 目 指 す 。 さ ら に 楽 典 等 の 既 習 事 項 を 授 業 に 取
り 入 れ る 。  
・ 音 楽 の 諸 要 素 や 構 成 の 面 白 さ に 気 づ き 、 自 ら 表 現 の 工 夫 が で き た り 、 合
理 的 な 発 声 で 豊 か な 歌 唱 活 動 が で き た り す る 発 展 的 な 力 が 身 に つ く よ う な
指 導 を 工 夫 す る 。  
・ 比 較 的 少 人 数 ク ラ ス で あ る 利 点 を 生 か し 、 合 理 的 な 発 声 で 自 信 を も っ て
歌 う こ と が で き る よ う 、 個 別 指 導 を 行 う 。  
 

 

 



平成３０年度  

         授業改善推進プラン  
                             文京区立茗台中学校  
           教科名（   美術    ）  指導者名  （  鯨井靖子   ）  

生徒の状況・課題の分析  
（第１学年）  
図工から美術への切り替えで、色彩など専門的な知識の学習に戸惑いを感じながら

も、授業の取り組み方や課題に対して、積極的に取り組む姿勢がみられ、興味関心を
もって授業に臨んでいた。物を見る力、表現力などは不十分なところがある。一方、
基本的な技法、道具の使い方の指導を繰り返し行うことで、基礎的な知識や基本的な
技術を理解し制作しようとする姿勢が見られるようになった。  
 
（第２学年）  

授 業 で 使 う 道 具 忘 れ や プ リ ン ト 忘 れ 、 提 出 物 等 、 基 本 的 な 取 り 組 み が 十
分 で な い 生 徒 が み ら れ る 。 ま た 、 課 題 に 対 し て 積 極 的 に 取 り 組 む 姿 勢 が み
ら れ る 生 徒 も い れ ば 、 制 作 に 対 し て 意 欲 的 に な れ て な い 生 徒 も み ら れ る 。
よ り 高 い も の を 求 め る 姿 勢 や 丁 寧 に 作 業 す る 習 慣 が ま だ 不 十 分 な 面 は あ る
が 、 課 題 を 理 解 し て 作 業 し よ う と す る 姿 勢 は 見 ら れ る よ う に な っ た 。  
 
（第３学年）  
 知 的 好 奇 心 が 大 い に 感 じ ら れ る 生 徒 が 多 い 。 興 味 関 心 を も っ て 授 業 に 臨
み 課 題 に 対 し て 積 極 的 に 取 り 組 む 姿 勢 が み ら れ る 。 授 業 規 律 も 確 立 し て お
り 、 友 達 の 作 品 に つ い て も 積 極 的 に 良 さ を 伝 え ら れ る 。 反 面 、 技 術 面 に お
い て 基 礎 的 な 経 験 不 足 が み ら れ る 点 と 、 発 想 を す る 場 面 で の 戸 惑 い が み ら
れ る が 、 課 題 を 理 解 し よ う と す る 姿 勢 や 高 い も の を 求 め よ う と す る 意 欲 は
多 く 見 ら れ る 。  

 
教科の目指す育てたい力  
・ 自 ら 創 造 し 、 発 想 す る 力  
・ 基 本 的 な 美 術 の 知 識 や 発 想 力 を 応 用 で き る 力  
 
 

 
授業改善推進プラン（課題解決のための具体策）  
（第１学年）  

発 想 力 を 育 て な が ら 、 よ り よ い 表 現 の た め に 基 礎 知 識 、 技 法 な ど を 積 極
的 に 学 ぼ う と す る 姿 勢 を さ ら に 育 て て い く 。 友 達 の 作 品 を 相 互 評 価 し 、 言
葉 に し て い く こ と で 、 も の を 見 る 目 を 養 い 、 表 現 力 の 多 様 さ に 気 づ か せ て
い く 。 ま た 、 プ リ ン ト の 活 用 と 自 己 評 価 を す る こ と で 学 習 の 目 標 を 明 確 に
し た 授 業 を 展 開 し て い く 。  
 

（第２学年）  
授 業 準 備 不 足 に 対 し て は 学 習 ・ 作 業 の 基 本 で あ る こ と を 継 続 し て 指 導 し

て い く 。  
全 て の 生 徒 が 関 心 ・ 意 欲 を 高 め て い け る よ う に I C T等 を 活 用 し 、身 近 に あ

る 美 術 を 利 用 し た 導 入 を 工 夫 し て い く 。  
創 作 活 動 に 消 極 的 な 生 徒 に 対 し て は プ リ ン ト 等 で 授 業 に お け る 自 分 を 振

り 返 ら れ る よ う な 工 夫 を し 、 困 っ て い る こ と や 難 し い と こ ろ な ど 個 別 に 指
導 で き る よ う に し て い く 。  

（第３学年）  
 経 験 不 足 を 補 う べ く 、 年 間 指 導 計 画 に お い て 様 々 な 美 術 的 な 経 験 が で き
る よ う に 改 善 す る 。 ま た 、 発 想 力 育 成 に つ い て は 、 発 想 を 中 心 と し た 課 題
を 組 み 、 個 々 の 発 想 を 生 か す 適 切 な 助 言 を 工 夫 す る な ど 具 体 的 な 方 法 を わ
か り や す く 伝 え る よ う に し て い く 。 ま た 、 表 現 活 動 と 結 び つ い た 良 質 の 参
考 資 料 、 芸 術 作 品 の 鑑 賞 を 行 い 作 品 の よ さ や 作 者 の 意 図 を 楽 し め る よ う な
力 を 育 成 し て い く 。  

 



 
平成３０年度  

         授業改善推進プラン  
                             文京区立茗台中学校  
       教科名（保健体育） 指導者名  （山内卓司・西戸憲太郎・吉田三四郎） 

生徒の状況・課題の分析  
（第１学年）  

授 業 へ の 興 味 ・ 感 心 が 高 く 、 意 欲 的 に 取 り 組 ん で い る 生 徒 が 多 い 。 大 き
な 声 を 出 し て 準 備 体 操 を 行 え て い る 。 チ ー ム で の 練 習 の 場 面 や 作 戦 会 議 な
ど の 話 し 合 い の 際 に 、 自 分 の 意 見 や 考 え を し っ か り と 伝 え ら れ る 生 徒 が い
る 反 面 、 自 分 の 気 持 ち を 伝 え ら れ な い 生 徒 も い る の が 現 状 で あ り 、 課 題 で
あ る 。  
（第２学年）  

授 業 へ の 興 味 ・ 感 心 が 高 く 、 意 欲 的 に 取 り 組 ん で い る 生 徒 が 多 い 。 大 き
な 声 を 出 し て 準 備 体 操 を 行 え た り 、 周 り の 生 徒 に 積 極 的 に 声 掛 け が で き る
生 徒 も 増 え て き た 。 運 動 が 苦 手 な 生 徒 に 得 意 な 生 徒 が 教 え た り 、 フ ォ ロ ー
や 声 掛 け を す る な ど 、 チ ー ム ワ ー ク を 大 切 に す る 姿 を 見 る こ と が で き た 。
今 ま で に 学 ん だ 練 習 方 法 や 作 戦 を 他 の 種 目 に 活 か し て い け る よ う に し て い
く 。  
（第３学年）  

授 業 へ の 興 味 ・ 感 心 が 高 く 、 意 欲 的 に 取 り 組 ん で い る 生 徒 が 多 い 。 大 き
な 声 を 出 し て 準 備 体 操 を 行 え た り 、 周 り の 生 徒 に 積 極 的 に 声 掛 け が で き る
生 徒 も 多 く い る 。 運 動 が 苦 手 な 生 徒 に 得 意 な 生 徒 が 教 え た り 、 フ ォ ロ ー や
声 掛 け を す る な ど 、 チ ー ム ワ ー ク を 大 切 に す る 姿 を 見 る こ と が で き た 。 今
ま で に 学 ん だ こ と を 活 か し 、 練 習 方 法 や 作 戦 を 工 夫 す る こ と も で き る 。 よ
り 全 員 が 試 合 に 参 加 し た り 、 楽 し み な が ら 練 習 で き る よ う な ア イ デ ア を 出
せ る よ う に し て い く 。  

 
教科の目指す育てたい力  
〇 運 動 を 通 し て 充 実 感 を 味 わ い 、 自 ら 進 ん で 運 動 に 親 し む 習 慣 を 育 て る 。  
〇 継 続 的 に 補 強 運 動 に よ り 、 体 力 の 向 上 を 図 る 。  
〇 運 動 や 健 康 ・ 安 全 に つ い て の 知 識 を 深 め 、 日 常 生 活 に い か す 力 を 育 て る  

 
授業改善推進プラン（課題解決のための具体策）  
（第１学年）  
・ 自 ら の 課 題 や チ ー ム の 課 題 を 発 見 し 、 解 決 で き る よ う に 話 し 合 い の 時 間
や 練 習 の 時 間 を 多 く 取 り 入 れ て い く 。 そ の 際 に 掲 示 物 や タ ブ レ ッ ト 等 を 活
用 し た り 、 運 動 の 得 意 な 生 徒 が 苦 手 な 生 徒 に 助 言 し た り す る こ と で 、 話 し
合 い が よ り 活 発 に な る よ う に 工 夫 す る 。  
・ 話 し 合 い の 際 に 、 司 会 の 生 徒 を 授 業 ご と に 変 え る こ と で 、 全 員 が 話 し 合
い に 参 加 す る 意 識 を 高 め る 。  
（第２学年）  
・ 自 ら の 課 題 や チ ー ム の 課 題 を 発 見 し 、 解 決 で き る よ う に 話 し 合 い の 時 間
や 練 習 の 時 間 を 多 く 取 り 入 れ て い く 。 そ の 際 に 掲 示 物 や タ ブ レ ッ ト 等 を 活
用 し た り 、 運 動 の 得 意 な 生 徒 が 苦 手 な 生 徒 に 助 言 し た り す る こ と で 、 話 し
合 い が よ り 活 発 に な る よ う に 工 夫 す る 。  
・ 種 目 に よ っ て 、 繋 が り や 類 似 す る 部 分 が あ る こ と を 伝 え 、 具 体 的 に ど の
よ う に 活 か し て い け る か 考 え る 活 動 を 取 り 入 れ る 。  
（第３学年）  
・ 自 ら の 課 題 や チ ー ム の 課 題 を 発 見 し 、 解 決 で き る よ う に 話 し 合 い の 時 間
や 練 習 の 時 間 を 多 く 取 り 入 れ て い く 。 そ の 際 に 掲 示 物 や タ ブ レ ッ ト 等 を 活
用 し た り 、 運 動 の 得 意 な 生 徒 が 苦 手 な 生 徒 に 助 言 し た り す る こ と で 、 話 し
合 い が よ り 活 発 に な る よ う に 工 夫 す る 。  
・ 話 し 合 い の 際 に 、 オ リ ジ ナ ル の 練 習 方 法 や 、 工 夫 し た 作 戦 を 考 え る 活 動
を 取 り 入 れ る 。  

 

 

 



 
平成３０年度  

         授業改善推進プラン  
                             文京区立茗台中学校  
           教科名（  技術  ）  指導者名  （  神  岬  ）  

生徒の状況・課題の分析  

（第１学年）  

授 業 、 実 習 へ の 興 味 関 心 が 高 く 、 意 欲 的 に 取 り 組 ん で い る 生 徒 が 多 い 。

班 員 同 士 で 協 力 し 、 よ り 良 い 道 具 の 使 い 方 を 考 え た り 、 よ り 良 い 作 品 を 作

る た め に 努 力 し た り す る 姿 勢 が 見 ら れ る 。 積 極 的 に 声 を 掛 け 合 い 、 注 意 し

あ う 生 徒 と 、 自 分 か ら は 声 を か け づ ら い 生 徒 、 自 分 だ け に 集 中 し て い る 生

徒 が い る 。 自 分 や 班 の 課 題 を 発 見 し 、 工 夫 す る 力 を 身 に つ け さ せ る 。  

（第２学年）  

授 業 、 実 習 へ の 興 味 関 心 が 高 く 、 意 欲 的 に 取 り 組 ん で い る 生 徒 が 多 い 。

２ 学 年 で 行 う エ ネ ル ギ ー 変 換 の 分 野 は 理 科 と 重 な る 部 分 も 多 く 、 苦 手 意 識

を も つ 生 徒 も い る 。 疑 問 や 分 か ら な い こ と を 自 分 か ら 声 に 出 せ な い 生 徒 も

い る の で 、 班 で の 話 し 合 い で 個 の 意 見 を 出 せ る 場 面 を つ く り 、 課 題 を 発 見

し 、 工 夫 し 創 造 す る 力 を 身 に つ け さ せ る 。  

（第３学年）  

授 業 、 実 習 へ の 興 味 関 心 が 高 く 、 意 欲 的 に 取 り 組 ん で い る 生 徒 が 多 い 。

一 方 、 実 習 と 座 学 の 意 欲 の 差 が 大 き い 生 徒 も い る の で 、 座 学 に お い て も グ

ル ー プ ワ ー ク や 話 し 合 い の 場 を 増 や し 、 新 た な 事 実 を 発 見 し 、 自 ら の 生 活

に 還 元 で き る よ う に さ せ る 。  

 
教科の目指す育てたい力  

・ 生 活 か ら 発 見 し 、 工 夫 ・ 創 造 す る 力  

・ 生 活 に 必 要 な 知 識 ・ 技 能  
 
授業改善推進プラン（課題解決のための具体策）  

（第１学年）  

・ 自 ら の 生 活 を 振 り 返 り 、 自 分 や 班 の 課 題 を 発 見 し 、 よ り 良 い 工 夫 を で き

る よ う に 、 実 習 を 行 い な が ら 話 し 合 え る 時 間 を 作 っ た り 、 実 習 だ け で は な

く 話 し 合 っ た 成 果 を 記 録 で き る ワ ー ク シ ー ト を 作 成 し た り す る 。 ま た 活 動

中 に 助 言 を 行 い 、 話 し 合 い が よ り 活 発 に な る よ う に 工 夫 す る 。  

（第２学年）  

・ 自 ら の 生 活 に 取 り 入 れ ら れ る よ う に 、 自 分 や 班 の 課 題 を 発 見 し 、 よ り 良

い 工 夫 を で き る よ う に 、 実 習 を 行 い な が ら 話 し 合 え る 時 間 を 作 っ た り 、 実

習 だ け で は な く 話 し 合 っ た 成 果 を 記 録 で き る ワ ー ク シ ー ト を 作 成 し た り す

る 。 ま た 、 活 動 中 に 助 言 を 行 い 、 話 し 合 い が よ り 活 発 に な る よ う に 工 夫 す

る 。  

（第３学年）  

・ ２ 学 期 以 降 は グ ル ー プ 活 動 を 行 う 場 面 が 増 え る の で 、 自 分 や 班 の 課 題 を

発 見 し 、 よ り 良 い 工 夫 を で き る よ う に 、 実 習 を 行 い な が ら 話 し 合 え る 時 間

を 作 っ た り 、 実 習 だ け で は な く 話 し 合 っ た 成 果 を 記 録 で き る ワ ー ク シ ー ト

を 作 成 し た り す る 。 ま た 活 動 中 に 助 言 を 行 い 、 話 し 合 い が よ り 活 発 に な る

よ う に 工 夫 す る 。  

 



 
平成３０年度  

         授業改善推進プラン  
 
                             文京区立茗台中学校  
 
           教科名（  家庭科  ）  指導者名  （  稲垣  英子   ）  
 
 

生徒の状況・課題の分析  
（第１学年）  
衣生活分野における製作に対する苦手意識や経験不足が見られるが、意欲的な生徒

もたくさんいる。日常生活の中で、衣生活に関する作業を行う機会が少ないこともあ
って、学習の必要性を感じ取れない様子も時折見受けられる。  
（第２学年）  

ミ シ ン を 使 っ た 作 品 の 製 作 に 対 す る 苦 手 意 識 が 見 ら れ 、 指 導 が 困 難 な 部
分 も あ る が 、 意 欲 的 な 生 徒 も た く さ ん い る 。 日 常 生 活 の 中 で 、 衣 生 活 に 関
す る 作 業 を 行 う 機 会 が 少 な い こ と も あ っ て 、 学 習 の 必 要 性 を 感 じ 取 れ な い
様 子 も 第 １ 学 年 同 様 に 見 受 け ら れ る 。  
（第３学年）  

保 育 分 野 を 学 ぶ に 当 た り 、 幼 児 と 接 す る 機 会 が ほ と ん ど な い 生 徒 も 多 く
実 生 活 の 課 題 と 結 び つ け て 捉 え る こ と が 難 し い 面 が あ る 。  

 
 
教科の目指す育てたい力  
・ 自 立 し て 健 康 な 生 活 を 営 む た め に 必 要 な 基 礎 的 知 識 と 技 術 の 習 得  
・ 主 体 的 に 生 活 に 関 わ ろ う と す る 意 欲  
・ 見 通 し を も っ て 生 活 を 改 善 し よ う と す る 力  

 
 
授業改善推進プラン（課題解決のための具体策）  
（第１学年）  
・ 衣 生 活 分 野 に お け る 製 作 を 通 し て 基 礎 的 な 技 術 を 習 得 す る ほ か 、 授 業 で
は 具 体 例 を 多 く 示 す こ と で 理 解 を 深 め 、 実 生 活 と 結 び 付 け て 考 え る こ と が
で き る よ う に す る 。 さ ら に 住 生 活 分 野 で は 単 に 受 け る だ け で な く 自 分 で テ
ー マ を 決 め 調 べ て 発 表 す る と い う 活 動 に 取 り 組 む こ と で 、 思 考 力 、 判 断 力
表 現 力 の 育 成 を 目 指 す 。  

（第２学年）  
・ 衣 生 活 分 野 の 製 作 を 通 し て ミ シ ン を 使 用 す る 技 術 を 習 得 す る ほ か 、 授 業
で は 具 体 例 を た く さ ん 示 す こ と で 理 解 を 深 め 、 実 生 活 と 結 び 付 け て 考 え る
こ と が で き る よ う に す る 。 さ ら に 食 生 活 分 野 で は 単 に 受 け る だ け で な く 、
授 業 に お け る 調 理 実 習 に 取 り 組 む こ と で 、 実 践 力 の 育 成 を 目 指 す 。  

（第３学年）  
・ 絵 本 の 製 作 と 保 育 実 習 や 調 理 実 習 な ど を 通 し て 、 授 業 で 学 ん だ こ と を 実
生 活 に 結 び 付 け て と ら え る こ と や 学 習 へ の 理 解 を 深 め る よ う に す る 。 ま た
生 活 実 践 ・ 活 用 に つ な が る 教 材 の 選 択 や 、 生 徒 各 自 の 独 創 性 を 表 現 す る 場
面 の 設 定 、 家 庭 実 践 の 課 題 設 定 を 行 っ て い く 。  

 

 



 
平成３０年度  

         授業改善推進プラン  
                             文京区立茗台中学校  

   教科名（英語）  指導者名（西尾洋士･大木田陽子･髙橋乃枝瑠・中山静寿保）  

生徒の状況・課題の分析  
（第１学年）小学校から英語に慣れ親しんでいるため、英語を話す・聞く活動などは
ほとんどの生徒が積極的に取り組んでいる。帯活動やペアワーク・グループワークな
ども楽しく取り組めている。ただ英語を書くことに不慣れな生徒が多く、スペルミス
や語順間違いがとても多い。  
 
（第２学年）ペアワークやグループワークでは、積極的に英語での発話ができている
生徒が多い。しかし、一方的な発話になってしまったり、リアクションを適切にとれ
なかったりすることから、コミュニケーションを取ろうとする態度に課題がある。ま
た、家庭学習などの基本的学習習慣が身についていないことや既習事項の定着にも課
題が見られる。  
 
（第３学年）  
 多くの生徒が積極的に発言し、英語によるコミュニケーション能力を身につけよう
と授業に取り組んでいる。また暗唱や課題の提出等は積極的に取り組んでいる。しか
し、復習や家庭学習など基本的学習習慣が身についていない生徒も若干見られる。グ
ループ活動やスピーチなどに意欲的に取り組む反面、人前での発言が少し苦手な生徒
もやや見受けられる。  
 

 
教科の目指す育てたい力  
・ 英 語 を 積 極 的 に 使 い 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取 ろ う と す る 態 度 。  
・ 初 歩 的 な 英 語 を 使 っ て 伝 え た い こ と を 表 現 す る 力 。  
・ 英 語 を 聞 い た り 、 読 ん だ り し て 概 要 を 理 解 す る 力 。  
・ 英 語 や 外 国 文 化 に 対 し て の 知 識 を も ち 、 そ れ を 理 解 す る 力 。  

 
授業改善推進プラン（課題解決のための具体策）  
（第１学年）  

帯 活 動 の 中 に 書 く 活 動 を 取 り 入 れ 、 授 業 の 中 で 英 語 を 書 い て 表 現 す る 時
間 を 取 っ て い く 。 そ の 中 で 、 す で に 学 習 し た 内 容 を 復 習 す る こ と に も つ な
げ て い く 。 ま た そ の 書 い た 英 語 の 内 容 を 話 す 活 動 に つ な げ る な ど し て 、 幅
を も た せ た 活 動 を 行 っ て い き た い 。  

（第２学年）  

・ 帯 活 動 な ど で 、 会 話 を 継 続 さ せ た り 膨 ら ま せ た り す る た め に 必 要 な 表 現
を 繰 り 返 し 使 わ せ る 。  

・ 自 ら 課 題 を 見 つ け て 取 り 組 む 場 面 を 授 業 内 に 設 定 し 、 家 庭 学 習 の 習 慣 へ
つ な げ る 。  

・ 単 元 ご と に テ ス ト を 実 施 す る こ と に よ り 、 既 習 言 語 材 料 の 定 着 が 図 ら れ
て い る か を 自 覚 で き る よ う に す る 。  

・ 提 出 期 限 を 意 識 さ せ る よ う な 掲 示 や 指 示 を 工 夫 す る 。  

（第３学年）  

・既習事項を常に復習させながら繰り返し指導していく。  

・授業の中で家庭学習へ繋がる練習などを多く取り入れ、定着を図る。  
・学習意欲の向上や基礎学力定着の為、継続的にスペリングコンテストや小テスト等  
を実施していく。  
・継続的に音読テストやスピーチを実施し、様々な状況で相手とコミュニケーション  
をとりながら、基本文型を身に付けさせるように指導していく。  
・授業中に英語に触れる機会を多く持たせ、積極的に活動に取り組む姿勢を高めてい

く。また、ペアやグループワークを行い、お互いに学びあえる指導の工夫をする。  

 


